
(57)【要約】

【課題】簡単な構成を用いて透過領域と反射領域との間

での輝度－電圧曲線の差を補償し、透過領域と反射領域

とで同じ印加電圧に対する輝度特性を一致させる表示パ

ネルを提供する。

【解決手段】画素部では、透明電極が第１トランジスタ

又は第３トランジスタを通してソース配線に連結され、

第２トランジスタを通して反射電極に連結されている。

更に、ポンピングキャパシタの第１端が第３トランジス

タを通してソース配線に連結され、第２端が反射電極に

連結されている。まず、透明電極と反射電極とに対して

透過電圧が印加される。次に、反射電極とポンピングキ

ャパシタの第２端とがフローティング状態にされ、ポン

ピングキャパシタの第１端に対して制御電圧が印加され

る。それにより、反射領域の液晶キャパシタとポンピン

グキャパシタとの間で電荷が再配置され、反射電極の電

圧が透過電圧から反射電圧に調整される。

【選択図】図4
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 平 行 な 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 と の そ れ ぞ れ と 交 差 す る ソ ー ス 配 線 、 並 び に
、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 及 び 前 記 ソ ー ス 配 線 の 交 差 す る 領 域 に 配 列
さ れ た 複 数 の 画 素 部 、
を 有 す る 表 示 パ ネ ル で あ り 、
　 各 画 素 部 が 、
　 反 射 電 極 が 形 成 さ れ た 反 射 領 域 、
　 透 明 電 極 が 形 成 さ れ た 透 過 領 域 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 １ ゲ ー ト 電 極 、 第 １ ソ ー ス 電 極 、 及 び 、 前 記 透 明 電
極 に 連 結 さ れ た 第 １ ド レ イ ン 電 極 、 を 含 む 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ２ ゲ ー ト 電 極 、 前 記 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た
第 ２ ソ ー ス 電 極 、 及 び 、 前 記 反 射 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ２ ド レ イ ン 電 極 、 を 含 む 第 ２ ト ラ ン
ジ ス タ 、
　 一 端 が 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ 、 並 び に 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３ ゲ ー ト 電 極 、 前 記 ソ ー ス 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３ ソ
ー ス 電 極 、 及 び 、 前 記 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ の 他 端 に 連 結 さ れ た 第 ３ ド レ イ ン 電 極 、 を 含
む 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、
を 含 む 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 部 が 、
　 前 記 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と 、
　 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と 、
を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ
ス タ 、 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ 、 前 記 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ 、 及 び 前 記 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ が 前 記 反 射 領 域 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記
載 の 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ ソ ー ス 電 極 が 前 記 ソ ー ス 配 線 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ ソ ー ス 電 極 が 前 記 第 ３ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示
パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ベ ー ス 基 板 上 の 各 画 素 領 域 に 半 導 体 層 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 上 に 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 第 １ 共 通 配 線 、 及 び 所 定 の
電 極 パ タ ー ン を 形 成 し て 各 画 素 領 域 で 前 記 半 導 体 層 に 重 ね 、 前 記 半 導 体 層 と 前 記 電 極 パ タ
ー ン と の 重 な り 部 分 か ら ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 上 に 第 １ 絶 縁 層 を 形 成 し 、 前 記 第 １ 絶 縁 層 に 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル
を 形 成 し て 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル か ら 前 記 半 導 体 層 を 露 出 さ せ る 段 階 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 上 に ソ ー ス 配 線 を 形 成 し て 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線
、 及 び 前 記 第 １ 共 通 配 線 の そ れ ぞ れ と 交 差 さ せ 、 前 記 ベ ー ス 基 板 の 各 画 素 領 域 に 第 １ か ら
第 ３ ま で の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 を 形 成 し て 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 通 じ て 前
記 半 導 体 層 に 接 触 さ せ 、 第 １ の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 、 及 び 、 前 記 半 導 体 層 に
重 な っ て い る 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 の 部 分 か ら 第 １ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 し 、 第 ２ の ソ ー ス 電
極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 、 及 び 、 前 記 半 導 体 層 に 重 な っ て い る 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 の 別 の
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部 分 か ら 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 し 、 第 ３ の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 、 及 び 、 前
記 半 導 体 層 に 重 な っ て い る 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 の 部 分 か ら 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 段
階 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 上 に 有 機 絶 縁 層 を 形 成 し 、 各 画 素 領 域 で 前 記 有 機 絶 縁 層 に 第 １ ビ ア ホ
ー ル と 第 ２ ビ ア ホ ー ル と を 形 成 す る 段 階 、 並 び に 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 各 画 素 領 域 に 透 明 電 極 と 反 射 電 極 と を 形 成 し 、 前 記 第 １ ビ ア ホ ー ル を
通 じ て 前 記 透 明 電 極 を 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 し 、 前 記 第 ２ ビ ア ホ ー ル を 通 じ て 前 記
反 射 電 極 を 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 す る 段 階 、
を 有 す る 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 、 及 び 前 記 電 極 パ タ ー ン
を 形 成 す る 段 階 で は 更 に 、 前 記 ベ ー ス 基 板 の 上 に 前 記 第 １ 共 通 配 線 と 平 行 な 第 ２ 共 通 配 線
を 形 成 し て 各 画 素 領 域 で 前 記 半 導 体 層 に 重 ね る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 各 画 素 領 域 で 、 前 記 半 導 体 層 と 前 記 第 １ 共 通 配 線 と の 重 な り 部 分 か ら
第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 形 成 し 、 前 記 半 導 体 層 と 前 記 第 ２ 共 通 配 線 と の 重 な り 部 分 か
ら 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 形 成 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ か ら 第 ３ ま で の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 を 形 成 す る 段 階 で は 、 前 記 第
１ ド レ イ ン 電 極 と 前 記 第 ２ ソ ー ス 電 極 と を 一 体 に 形 成 し 、 前 記 第 １ ソ ー ス 電 極 と 前 記 第 ３
ド レ イ ン 電 極 と を 一 体 に 形 成 し 、 前 記 第 ３ ソ ー ス 電 極 を 前 記 ソ ー ス 配 線 と 一 体 に 形 成 す る
、 請 求 項 ６ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ か ら 第 ３ ま で の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 を 形 成 す る 段 階 で は 、 前 記 第
１ ド レ イ ン 電 極 と 前 記 第 ２ ソ ー ス 電 極 と を 一 体 に 形 成 し て 前 記 第 １ 共 通 配 線 の 一 部 に 重 ね
、 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 を 前 記 第 １ 共 通 配 線 の 他 の 部 分 に 重 ね 、 前 記 第 １ ソ ー ス 電 極 と 前
記 第 ３ ソ ー ス 電 極 と を 前 記 ソ ー ス 配 線 と 一 体 に 形 成 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 一 体 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ ド レ イ ン 電 極 と 前 記 第 ２ ソ ー ス 電 極 と が 前 記 第 １ 共 通 配 線 の
一 部 と 重 な っ て い る 部 分 か ら 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 形 成 し 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 の 他
の 部 分 と 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 と の 重 な り 部 分 か ら 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 形 成 す る
、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 と を 形 成 す る 段 階 で は 更 に 、 前 記 ベ ー ス 基 板
の 各 画 素 領 域 で 、 前 記 半 導 体 層 に 重 な っ て い る 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 の 部 分 か ら 前 記 第 １ ト
ラ ン ジ ス タ の 第 １ ゲ ー ト 電 極 と 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ２ ゲ ー ト 電 極 と を 形 成 し 、 前 記 半 導
体 層 に 重 な っ て い る 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 の 部 分 か ら 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ３ ゲ ー ト 電
極 を 形 成 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 互 い に 平 行 な 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 と の そ れ ぞ れ と 交 差 す る ソ ー ス 配 線 、 並 び に
、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 及 び 前 記 ソ ー ス 配 線 の 交 差 す る 領 域 に 配 列
さ れ た 複 数 の 画 素 部 、
を 含 む 表 示 パ ネ ル で あ り 、 各 画 素 部 が 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 １ ゲ ー ト 信 号 が ア ク テ ィ ブ で あ る と き 、 前 記
ソ ー ス 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 透 過 電 圧 を 受 け る 透 過 部 と 反 射 部 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 ２ ゲ ー ト 信 号 が ア ク テ ィ ブ で あ る と き 、 前 記
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ソ ー ス 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 制 御 電 圧 を 受 け 、 前 記 制 御 電 圧 に 基 づ い て 前 記 反 射 部 の 電
圧 を 反 射 電 圧 に 変 化 さ せ る 調 整 部 、
を 含 む 表 示 パ ネ ル ；
　 第 １ 期 間 に は 前 記 第 １ ゲ ー ト 信 号 と 前 記 第 ２ ゲ ー ト 信 号 と の 両 方 を ア ク テ ィ ブ に し 、 第
２ 期 間 に は 前 記 第 ２ ゲ ー ト 信 号 の み を ア ク テ ィ ブ に す る ゲ ー ト 駆 動 部 ；
　 前 記 透 過 電 圧 を 出 力 す る ソ ー ス 駆 動 部 ； 並 び に 、
　 前 記 第 １ 期 間 に は 前 記 ソ ー ス 駆 動 部 か ら 出 力 さ れ た 透 過 電 圧 を 前 記 ソ ー ス 配 線 に 出 力 し
、 前 記 第 ２ 期 間 に は 前 記 制 御 電 圧 を 前 記 ソ ー ス 配 線 に 出 力 す る 出 力 選 択 部 ；
を 有 す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 期 間 が 一 つ の 水 平 期 間 の 初 期 に 設 定 さ れ 、 前 記 第 ２ 期 間 が 同 じ 水 平 期 間 の 後 期
に 設 定 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 透 過 部 が 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 １ ゲ ー ト 電 極 を 含 む 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、 及 び 、
　 前 記 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 反 射 部 が 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ２ ゲ ー ト 電 極 と 、 前 記 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ
た 第 ２ ソ ー ス 電 極 と を 含 む 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 調 整 部 が 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３ ゲ ー ト 電 極 と 、 前 記 ソ ー ス 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３
ソ ー ス 電 極 と を 含 む 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の 第 ３ ド レ イ ン 電 極 と 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 と の 間 に 連 結 さ れ た
ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 調 整 部 が 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３ ゲ ー ト 電 極 、 前 記 ソ ー ス 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３ ソ
ー ス 電 極 、 及 び 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 第 １ ソ ー ス 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ３ ド レ イ ン 電 極 、
を 含 む 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、
　 前 記 第 ３ ド レ イ ン 電 極 と 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 と の 間 に 連 結 さ れ た ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ
タ 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 透 過 電 圧 と 前 記 反 射 電 圧 と の 間 の 差 が 、 前 記 透 過 電 圧 と 前 記 制 御 電 圧 と の 間 の 差 に
、 前 記 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ と 前 記 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と 前 記 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ
と で の 静 電 容 量 の 和 に 対 す る 前 記 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ の 静 電 容 量 の 比 、 を 乗 じ た 値
に 等 し い 、 請 求 項 １ ７ 又 は 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ が 、 前 記 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 透 明 電 極 を 含 み 、 前 記
第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ が 、 前 記 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 反 射 電 極 を 含 む 、 請 求 項 １ ７
又 は 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
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　 前 記 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ と 前 記 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ と に 対 し て 共 通 の 電 圧 を 出 力 し 、 前
記 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と 前 記 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と に 対 し て 共 通 の 電 圧 を 出
力 し 、 前 記 出 力 選 択 部 に 対 し て 前 記 制 御 電 圧 を 出 力 す る 電 圧 発 生 部 、 を 更 に 有 す る 、 請 求
項 １ ７ 又 は 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 電 圧 発 生 部 が 、 前 記 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、 前 記 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、 前 記 第 １ ス ト
レ ー ジ キ ャ パ シ タ 、 及 び 前 記 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ に 対 し 、 前 記 制 御 電 圧 と 同 じ レ ベ
ル の 電 圧 を 出 力 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 互 い に 平 行 な 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 と の そ れ ぞ れ と 交 差 す る ソ ー ス 配 線 、 並 び に
、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 及 び 前 記 ソ ー ス 配 線 の 交 差 す る 領 域 に 配 列
さ れ た 複 数 の 画 素 部 、
を 含 む 表 示 装 置 で あ り 、 各 画 素 部 が 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ た 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 前 記 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ と に 連 結 さ れ た 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ た 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト 配 線 と 前 記 ソ ー ス 配 線 と に 連 結 さ れ た 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ と の 間 に 連 結 さ れ た ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ
タ 、
を 含 む 表 示 装 置 、 を 駆 動 す る た め の 方 法 で あ り 、
　 第 １ 期 間 に 、 前 記 第 １ ゲ ー ト 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 １ ゲ ー ト 信 号 と 前 記 第 ２ ゲ ー ト
配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 ２ ゲ ー ト 信 号 と の そ れ ぞ れ を ア ク テ ィ ブ に し 、 前 記 第 １ ト ラ ン
ジ ス タ 、 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ ン さ せ る 段 階 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の タ ー ン オ
ン に よ り 、 前 記 ソ ー ス 配 線 に 対 し て 印 加 さ れ た 透 過 電 圧 を 前 記 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ と 前 記
第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ と の そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 す る 段 階 、
　 第 ２ 期 間 に 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 信 号 の み を ア ク テ ィ ブ に し 、 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ と 前 記
第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と は タ ー ン オ フ さ せ 、 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ は タ ー ン オ ン さ せ る 段 階 、
並 び に 、
　 前 記 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の タ ー ン オ ン に よ り 、 前 記 ソ ー ス 配 線 に 対 し て 印 加 さ れ た 制 御 電
圧 を 前 記 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ に 対 し て 印 加 し 、 前 記 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ に 充 電 さ れ た 電 圧
を 反 射 電 圧 に 変 化 さ せ る 段 階 、
を 有 す る 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 ソ ー ス 配 線 に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 と し て 、 前 記 第 １ 期 間 に は 前 記 透 過 電 圧 を 選 択
し 、 前 記 第 ２ 期 間 に は 前 記 制 御 電 圧 を 選 択 す る 段 階 、 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の
表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 期 間 を 一 つ の 水 平 期 間 の 初 期 に 設 定 し 、 前 記 第 ２ 期 間 を 同 じ 水 平 期 間 の 後 期 に
設 定 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に そ れ に 搭 載 さ れ る 表 示 パ ネ ル と そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 一 般 に 、 互 い に 向 か い 合 っ て い る 下 部 基 板 と 上 部 基 板 と の 間 に 液 晶
層 が 形 成 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 は 、 下 部 基 板 と 上 部 基 板 と の 間 の 電 圧 を 画 素 ご と に 調
整 し て 各 画 素 の 液 晶 層 に 対 し て 電 界 を 印 加 し て 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 変 化 さ せ る 。 そ れ に
よ り 、 各 画 素 の 光 透 過 率 ／ 反 射 率 が 調 整 さ れ る の で 、 液 晶 表 示 パ ネ ル に は 画 像 が 表 示 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 像 表 示 に 利 用 す る 光 源 の 形 態 に 応 じ 、 反 射 型 、 透 過 型 、 及 び 反 射
－ 透 過 型 に 分 類 さ れ る 。 反 射 型 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 前 面 に 入 射 す る 外 部 光 を 反 射 す る こ と
で 画 像 を 表 示 す る 。 透 過 型 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 背 面 に 入 射 す る 内 部 光 を 透 過 さ せ る こ と で
画 像 を 表 示 す る 。 反 射 － 透 過 型 液 晶 表 示 パ ネ ル は 反 射 型 と 透 過 型 と の 両 方 の 構 造 を 併 せ 持
ち 、 外 部 光 と 内 部 光 と の 両 方 を 画 像 表 示 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 反 射 － 透 過 型 液 晶 表 示 パ ネ ル は 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と を 有
す る 。 透 過 領 域 で は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 後 方 （ 図 2で は 下 方 ） か ら 液 晶 表 示 パ ネ ル の 背 面
（ 図 2で は 下 面 ） に 入 射 す る 内 部 光 L1が 、 透 明 電 極 TEと 液 晶 層 130と を 透 過 し て 前 方 （ 図 2
で は 上 方 ） に 放 出 さ れ る 。 こ こ で 、 そ の 透 過 率 は 、 透 過 領 域 で の 液 晶 分 子 131の 配 向 方 向
に よ っ て 決 ま る 。 反 射 領 域 で は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 後 方 か ら 液 晶 表 示 パ ネ ル の 背 面 に 入 射
す る 内 部 光 L1と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 方 か ら 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 面 に 入 射 す る 外 部 光 L2と
が い ず れ も 反 射 電 極 REで 反 射 さ れ る 。 外 部 光 L2は 液 晶 層 130を 二 度 透 過 し て 液 晶 表 示 パ ネ
ル の 前 方 に 放 出 さ れ る 。 こ こ で 、 そ の 反 射 率 は 、 反 射 領 域 で の 液 晶 分 子 131の 配 向 方 向 に
よ っ て 決 ま る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 反 射 － 透 過 型 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 、 図 2か ら わ か る よ う に 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で 光
路 に 差 が あ る 。 そ れ に よ り 、 透 過 領 域 に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 と 透 過 率 と の 間 の 関 係 が 、
反 射 領 域 に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 と 反 射 率 と の 間 の 関 係 と は 異 な る 。 そ の 結 果 、 例 え ば ノ
ー マ リ ブ ラ ッ ク 型 の 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 図 1に 示 さ れ て い る よ う に 、 透 過 領 域 で の 輝 度 －
電 圧 曲 線 T－ Vが 反 射 領 域 で の 輝 度 － 電 圧 曲 線 R－ Vか ら ず れ て い る 。 こ こ で 、 画 像 表 示 に 透
過 領 域 を 利 用 す る 状 態 （ 透 過 モ ー ド ） と 反 射 領 域 を 利 用 す る 状 態 （ 反 射 モ ー ド ） と で 、 目
標 の 輝 度 と 画 素 に 対 す る 印 加 電 圧 と の 間 の 関 係 を 共 通 に 設 定 す れ ば 、 一 つ の 画 素 の 透 過 領
域 と 反 射 領 域 と に 対 し て 同 じ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 し か し 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の 間 で は
輝 度 － 電 圧 曲 線 T－ V、 R－ Vが 異 な る の で 、 そ の 差 異 に 応 じ て 実 際 の 相 対 輝 度 （ 輝 度 の 最 大
値 に 対 す る 割 合 ） が 異 な る 。 そ れ 故 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で 表 示 パ ネ ル の 構 造 を 共 通 に
し 、 又 は 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と で 印 加 電 圧 の 設 定 を 共 通 に す る と い う 条 件 下 で は 、 両
方 の モ ー ド 間 で 画 質 を 更 に 揃 え る こ と が 困 難 で あ る 。 特 に 両 方 の モ ー ド を 交 互 に 切 り 換 え
な が ら 画 像 表 示 を 行 う 場 合 、 モ ー ド の 切 り 換 え に 伴 う 輝 度 の 変 動 が 更 な る 高 画 質 化 を 阻 む
。 一 方 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で セ ル ギ ャ ッ プ を 変 化 さ せ て 両 領 域 間 で 光 路 差 を 揃 え る こ
と 、 及 び 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と で 印 加 電 圧 の 設 定 を 変 化 さ せ て 光 路 差 を 補 償 す る こ
と は い ず れ も 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 複 雑 に す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 の 高 い 信 頼 性 を 確
保 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 成 を 用 い て 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の 間 で の 輝 度 － 電 圧 曲 線 の
差 異 を 補 償 し 、 同 じ 印 加 電 圧 に 対 す る 透 過 領 域 の 透 過 率 と 反 射 領 域 の 反 射 率 と を 一 致 さ せ
る こ と が で き る 表 示 パ ネ ル 、 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル は 、 互 い に 平 行 な 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 ２ ゲ ー ト 配
線 、 各 ゲ ー ト 配 線 と 交 差 す る ソ ー ス 配 線 、 並 び に 、 そ れ ら の 交 差 す る 領 域 に 配 列 さ れ た 複
数 の 画 素 部 を 有 す る 。 各 画 素 部 は 、 反 射 電 極 が 形 成 さ れ た 反 射 領 域 、 透 明 電 極 が 形 成 さ れ
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た 透 過 領 域 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ 、 及 び 第 ３ ト
ラ ン ジ ス タ を 含 む 。 第 １ ト ラ ン ジ ス タ は 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 １ ゲ ー ト 電 極 、
第 １ ソ ー ス 電 極 、 及 び 、 透 明 電 極 に 連 結 さ れ た 第 １ ド レ イ ン 電 極 を 含 む 。 第 ２ ト ラ ン ジ ス
タ は 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ２ ゲ ー ト 電 極 、 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ２
ソ ー ス 電 極 、 及 び 、 反 射 電 極 に 連 結 さ れ た 第 ２ ド レ イ ン 電 極 を 含 む 。 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ
タ の 一 端 は 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ て い る 。 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ は 、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 に
連 結 さ れ た 第 ３ ゲ ー ト 電 極 、 ソ ー ス 配 線 に 連 結 さ れ た 第 ３ ソ ー ス 電 極 、 及 び 、 ポ ン ピ ン グ
キ ャ パ シ タ の 他 端 に 連 結 さ れ た 第 ３ ド レ イ ン 電 極 を 含 む 。 こ こ で 、 透 明 電 極 と 反 射 電 極 と
の そ れ ぞ れ は 好 ま し く は 、 液 晶 層 を 隔 て て 対 向 す る 共 通 電 極 と 共 に 、 異 な る 液 晶 キ ャ パ シ
タ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル は 好 ま し く は 、 以 下 の 段 階 を 順 番 に 含 む 方 法 で 製
造 さ れ る ： ベ ー ス 基 板 上 の 各 画 素 領 域 に 半 導 体 層 を 形 成 す る 段 階 ； ベ ー ス 基 板 上 に 、 第 １
ゲ ー ト 配 線 、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 第 １ 共 通 配 線 、 及 び 所 定 の 電 極 パ タ ー ン を 形 成 し て 各 画 素
領 域 で 半 導 体 層 に 重 ね 、 半 導 体 層 と そ の 電 極 パ タ ー ン と の 重 な り 部 分 か ら ポ ン ピ ン グ キ ャ
パ シ タ を 形 成 す る 段 階 ； ベ ー ス 基 板 上 に 第 １ 絶 縁 層 を 形 成 し 、 そ の 第 １ 絶 縁 層 に 複 数 の コ
ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 し て 各 コ ン タ ク ト ホ ー ル か ら 半 導 体 層 を 露 出 さ せ る 段 階 ； ベ ー ス 基
板 上 に ソ ー ス 配 線 を 形 成 し て 第 １ ゲ ー ト 配 線 、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 、 及 び 第 １ 共 通 配 線 の そ れ
ぞ れ と 交 差 さ せ 、 ベ ー ス 基 板 の 各 画 素 領 域 に 第 １ か ら 第 ３ ま で の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電
極 と の 対 を 形 成 し て 上 記 の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 通 じ て 半 導 体 層 に 接 触 さ せ 、 第 １ の ソ ー ス
電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 、 及 び 、 半 導 体 層 に 重 な っ て い る 第 １ ゲ ー ト 配 線 の 部 分 か ら 第
１ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 し 、 第 ２ の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 対 、 及 び 、 半 導 体 層 に 重
な っ て い る 第 １ ゲ ー ト 配 線 の 別 の 部 分 か ら 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 し 、 第 ３ の ソ ー ス 電 極
と ド レ イ ン 電 極 と の 対 、 及 び 、 半 導 体 層 に 重 な っ て い る 第 ２ ゲ ー ト 配 線 の 部 分 か ら 第 ３ ト
ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 段 階 ； ベ ー ス 基 板 上 に 有 機 絶 縁 層 を 形 成 し 、 各 画 素 領 域 で 有 機 絶 縁
層 に 第 １ ビ ア ホ ー ル と 第 ２ ビ ア ホ ー ル と を 形 成 す る 段 階 ； ベ ー ス 基 板 の 各 画 素 領 域 に 透 明
電 極 と 反 射 電 極 と を 形 成 し 、 第 １ ビ ア ホ ー ル を 通 じ て 透 明 電 極 を 第 １ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結
し 、 第 ２ ビ ア ホ ー ル を 通 じ て 反 射 電 極 を 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 す る 段 階 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル は 、 互 い に 平 行 な 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 ２ ゲ ー ト 配
線 、 各 ゲ ー ト 配 線 と 交 差 す る ソ ー ス 配 線 、 並 び に 、 そ れ ら の 交 差 す る 領 域 に 配 列 さ れ た 複
数 の 画 素 部 を 有 す る 。 各 画 素 部 は 、 透 過 部 、 反 射 部 、 及 び 調 整 部 を 含 む 。 第 １ ゲ ー ト 配 線
を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 １ ゲ ー ト 信 号 が ア ク テ ィ ブ で あ る と き 、 透 過 部 と 反 射 部 と は 、 ソ ー
ス 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 透 過 電 圧 を 受 け る 。 こ こ で 、 透 過 部 は 透 過 領 域 を 含 み 、 反 射 部
は 反 射 領 域 を 含 む 。 更 に 、 透 過 電 圧 は 、 透 過 領 域 の 目 標 の 透 過 率 に 対 応 づ け ら れ て い る 電
圧 で あ り 、 透 過 領 域 に 含 ま れ て い る 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ の 両 端 電 圧 を 決 め る 。 一 方 、 第 ２
ゲ ー ト 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 ２ ゲ ー ト 信 号 が ア ク テ ィ ブ で あ る と き 、 調 整 部 は 、 ソ ー
ス 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 制 御 電 圧 を 受 け 、 そ の 制 御 電 圧 に 基 づ い て 反 射 領 域 の 電 圧 を 反
射 電 圧 に 変 化 さ せ る 。 こ こ で 、 反 射 電 圧 は 、 反 射 領 域 の 目 標 の 反 射 率 に 対 応 づ け ら れ て い
る 電 圧 で あ り 、 反 射 領 域 に 含 ま れ て い る 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ の 両 端 電 圧 を 決 め る 。 好 ま し
く は 、 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル の 具 体 的 な 構 造 が 、 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ
る 表 示 パ ネ ル に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル 、 ゲ ー ト 駆 動 部 、 ソ ー
ス 駆 動 部 、 及 び 出 力 選 択 部 を 含 む 。 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 第 １ 期 間 に は 第 １ ゲ ー ト 信 号 と 第 ２
ゲ ー ト 信 号 と の 両 方 を ア ク テ ィ ブ に し 、 第 ２ 期 間 に は 第 ２ ゲ ー ト 信 号 の み を ア ク テ ィ ブ に
す る 。 ソ ー ス 駆 動 部 は 透 過 電 圧 を 出 力 す る 。 出 力 選 択 部 は 、 第 １ 期 間 に は ソ ー ス 駆 動 部 か
ら 出 力 さ れ た 透 過 電 圧 を ソ ー ス 配 線 に 出 力 し 、 第 ２ 期 間 に は 制 御 電 圧 を ソ ー ス 配 線 に 出 力
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル は 、 互 い に 平 行 な 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 ２ ゲ ー ト 配
線 、 各 ゲ ー ト 配 線 と 交 差 す る ソ ー ス 配 線 、 並 び に 、 そ れ ら の 交 差 す る 領 域 に 配 列 さ れ た 複
数 の 画 素 部 を 有 す る 。 各 画 素 部 は 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 に 連 結 さ れ た 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、 第 １
ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ た 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 と 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ と
に 連 結 さ れ た 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ た 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ 、 第
２ ゲ ー ト 配 線 と ソ ー ス 配 線 と に 連 結 さ れ た 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と
第 ３ ト ラ ン ジ ス タ と の 間 に 連 結 さ れ た ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ を 含 む 。 好 ま し く は 、 本 発 明
の 第 ３ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル の 更 に 具 体 的 な 構 造 が 、 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ る 表 示 パ
ネ ル に よ っ て 実 現 さ れ る 。 特 に 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ が 透 明 電 極 を 含 み 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ
シ タ が 反 射 電 極 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に よ る 表 示 パ ネ ル を 含 む 表 示
装 置 を 駆 動 す る 方 法 で あ り 、 次 の 段 階 を 順 番 に 有 す る ： 第 １ 期 間 に 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 を 通
じ て 伝 達 さ れ る 第 １ ゲ ー ト 信 号 と 第 ２ ゲ ー ト 配 線 を 通 じ て 伝 達 さ れ る 第 ２ ゲ ー ト 信 号 と の
そ れ ぞ れ を ア ク テ ィ ブ に し 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 第 ３ ト ラ ン ジ ス
タ を タ ー ン オ ン さ せ る 段 階 ； 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 第 ３ ト ラ ン ジ ス
タ の タ ー ン オ ン に よ り 、 ソ ー ス 配 線 に 対 し て 印 加 さ れ た 透 過 電 圧 を 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ と
第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ と の そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 す る 段 階 ； 第 ２ 期 間 に 、 第 ２ ゲ ー ト 信 号 の
み を ア ク テ ィ ブ に し 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ と 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と は タ ー ン オ フ さ せ 、 第 ３ ト
ラ ン ジ ス タ は タ ー ン オ ン さ せ る 段 階 ； 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の タ ー ン オ ン に よ り 、 ソ ー ス 配 線
に 対 し て 印 加 さ れ た 制 御 電 圧 を 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ に 対 し て 印 加 し 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ
に 充 電 さ れ た 電 圧 を 反 射 電 圧 に 変 化 さ せ る 段 階 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 表 示 パ ネ ル は い ず れ も 反 射 － 透 過 型 で あ り 、 図 2に 示 さ れ て い る よ
う に 、 各 画 素 部 が 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と に 分 か れ て い る 。 透 過 領 域 で は 、 表 示 パ ネ ル の 後
方 か ら 入 射 す る 光 L1の 透 過 率 が 透 明 電 極 TEの 電 圧 で 決 ま り 、 反 射 領 域 で は 表 示 パ ネ ル の 前
方 か ら 入 射 す る 光 L2の 反 射 率 が 反 射 電 極 REの 電 圧 で 決 ま る 。 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で は 光
路 に 差 が あ る の で 、 透 過 領 域 で の 輝 度 （ す な わ ち 透 過 率 ） － 電 圧 曲 線 T－ Vは 反 射 領 域 で の
輝 度 （ す な わ ち 反 射 率 ） － 電 圧 曲 線 R－ Vと は 異 な る （ 図 1参 照 ） 。 特 に 、 輝 度 が 高 い ほ ど
両 曲 線 間 の 差 が 大 き い 。 従 っ て 、 輝 度 の 目 標 値 が 高 い ほ ど 、 反 射 電 圧 が 、 同 じ 目 標 値 に 対
す る 透 過 電 圧 か ら 大 き く ず れ る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 本 発 明 に よ る 表 示 パ ネ ル が 図 1に 示
さ れ て い る ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク 型 で あ る 場 合 、 透 過 モ ー ド で は 印 加 電 圧 が 5Vで あ る と き に 輝
度 が 最 も 高 く 、 反 射 モ ー ド で は 印 加 電 圧 が 3.5Vで あ る と き に 輝 度 が 最 も 高 い 。 す な わ ち 、
画 素 部 の 輝 度 を ホ ワ イ ト に 調 整 す る に は 、 透 過 電 圧 が 5Vに 調 整 さ れ ね ば な ら な い の に 対 し
、 反 射 電 圧 は 5Vで は な く 、 そ れ よ り も 低 い 3.5Vに 調 整 さ れ ね ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 表 示 装 置 は 各 画 素 部 の 調 整 部 、 又 は 三 つ の ト ラ ン ジ ス タ と ポ ン ピ ン
グ キ ャ パ シ タ と の 組 み 合 わ せ を 利 用 し 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の 間 で の 輝 度 － 電 圧 曲 線 の
差 異 を 以 下 の よ う に 補 償 し 、 同 じ 印 加 電 圧 に 対 す る 透 過 領 域 の 透 過 率 と 反 射 領 域 の 反 射 率
と を （ す な わ ち 、 両 領 域 の 輝 度 特 性 を ） 実 質 的 に 一 致 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 表 示 パ ネ ル で は 、 各 画 素 部 に 含 ま れ て い る 反 射 部 と 調 整 部 と の 等 価
回 路 が 、 図 3に 示 さ れ て い る 部 分 を 含 む 。 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 端 Aは 第 ３ ト ラ ン
ジ ス タ を 通 し て ソ ー ス 配 線 に 連 結 さ れ て い る （ 図 3に は 示 さ れ て い な い ） 。 ポ ン ピ ン グ キ
ャ パ シ タ CPの 第 ２ 端 Bは 電 圧 配 線 VLに 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCは 、 液 晶 層
を 隔 て て 互 い に 対 向 す る 反 射 電 極 と 共 通 電 極 と の 対 に 等 価 で あ る 。 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CL
Cの 一 端 、 す な わ ち 共 通 電 極 に 対 し て は 第 １ 共 通 電 圧 VCOMが 印 加 さ れ る 。 第 ２ 液 晶 キ ャ パ
シ タ CLCの 他 端 、 す な わ ち 反 射 電 極 は 電 圧 配 線 VLに 連 結 さ れ て い る 。 電 圧 配 線 VLは 第 ２ ト
ラ ン ジ ス タ を 通 し て 透 過 部 （ 特 に 透 明 電 極 ） に 連 結 さ れ て い る （ 図 3に は 示 さ れ て い な い
） 。 透 過 部 で は 透 明 電 極 が 第 １ ト ラ ン ジ ス タ 又 は 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ を 通 し て ソ ー ス 配 線 に
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連 結 さ れ て い る （ 図 3に は 示 さ れ て い な い ） 。 尚 、 図 3に 示 さ れ て い る よ う に 、 反 射 部 が 第
２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTを 含 ん で い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C
STの 一 端 に 対 し て は 第 ２ 共 通 電 圧 VSTGが 印 加 さ れ る 。 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTの 他
端 は 電 圧 配 線 VLに 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 期 間 で は 、 第 １ ～ 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の タ ー ン オ ン に よ り 、 透 過 電 圧 が 、 透 明 電 極 、
電 圧 配 線 VL、 及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 端 Aに 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、
第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCの 両 端 電 圧 が 透 過 電 圧 と 第 １ 共 通 電 圧 VCOMと の 間 の 差 に 一 致 し 、
第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTの 両 端 電 圧 が 透 過 電 圧 と 第 ２ 共 通 電 圧 VSTGと の 間 の 差 に 一
致 す る 。 一 方 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 両 端 電 圧 、 す な わ ち 第 １ 端 Aと 第 ２ 端 Bと の 間 の
電 圧 は 0に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ 期 間 で は 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ と の タ ー ン オ フ に よ り 、 電 圧 配 線 VLが 透 明 電 極 か ら 切
断 さ れ 、 フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に な る 。 一 方 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ の タ ー ン オ ン に よ り 、 ポ ン
ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 端 Aに 対 し て 制 御 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ 端 Aの 電 圧
が 透 過 電 圧 か ら 制 御 電 圧 に 変 化 す る 。 そ れ に よ り 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLC、 第 ２ ス ト レ
ー ジ キ ャ パ シ タ CST、 及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 間 で 電 荷 の 再 配 置 が 生 じ る 。 そ の 結
果 、 各 キ ャ パ シ タ の 両 端 電 圧 が 変 化 す る 。 具 体 的 に は 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 端
Aで の 電 圧 の 変 化 量 、 す な わ ち 透 過 電 圧 と 制 御 電 圧 と の 間 の 差 を Δ V2と し 、 各 キ ャ パ シ タ C
LC、 CST、 CPの 静 電 容 量 を そ れ ぞ れ 、 C L C 、 C S T 、 C P と す る と 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの
第 ２ 端 B、 従 っ て 反 射 電 極 の 電 圧 の 変 化 量 、 す な わ ち 透 過 電 圧 と 反 射 電 圧 と の 間 の 差 Δ V1
は 次 式 （ 1） で 表 さ れ る ：  
【 ０ ０ １ ８ 】
【 数 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 え ば 図 1の 場 合 、 好 ま し く は 、 上 記 の 静 電 容 量 比 Q r a t i o が 0.3に 設 定 さ れ 、 透 過 電 圧 と
制 御 電 圧 と の 間 の 差 Δ V2が 5Vに 設 定 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 透 過 電 圧 と 反 射 電 圧 と の 間 の 差
Δ V1は 1.5V（ ＝ 5V× 0.3） と な る 。 従 っ て 、 第 １ 期 間 で の 反 射 電 極 の 電 圧 、 す な わ ち 、 第
１ 共 通 電 圧 VCOMに 対 す る 透 過 電 圧 が 5Vで あ る 場 合 、 第 ２ 期 間 で は 反 射 電 極 の 電 圧 が 5Vか ら
1.5Vだ け 降 下 す る の で 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOMに 対 す る 反 射 電 圧 が 3.5Vと な る 。 そ れ 故 、 第 １
期 間 が 透 過 モ ー ド に 設 定 さ れ 、 第 ２ 期 間 が 反 射 モ ー ド に 設 定 さ れ て い る 場 合 、 第 １ 期 間 で
の 透 過 領 域 の 輝 度 と 第 ２ 期 間 で の 反 射 領 域 の 輝 度 と が い ず れ も 最 大 、 す な わ ち ホ ワ イ ト に
な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 制 御 電 圧 が 透 過 電 圧 の 下 限 （ ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク で は ブ ラ ッ ク に 対 応 す る 電
圧 ） に 等 し く 固 定 さ れ て い る 。 図 1に 示 さ れ て い る よ う に 、 同 じ 輝 度 に 対 す る 透 過 電 圧 と
反 射 電 圧 と の 間 の 差 は そ れ ぞ れ の 上 限 の 間 で 最 大 で あ り 、 各 電 圧 が 低 い ほ ど 両 者 の 差 は 減
少 す る 。 従 っ て 、 上 記 の よ う に 、 透 過 電 圧 が 上 限 に 設 定 さ れ て い る と き に 反 射 電 圧 が そ の
上 限 に 調 整 さ れ る よ う に す れ ば 、 透 過 電 圧 が 他 の レ ベ ル に 設 定 さ れ て い る と き に も 、 式 （
1） で 得 ら れ る 反 射 電 圧 が 目 標 の レ ベ ル と 実 質 的 に 等 し い 。
　 例 え ば 図 1に 示 さ れ て い る ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク で あ る 場 合 、 制 御 電 圧 が 、 透 過 電 圧 の 下 限
と 同 じ く 、 （ 第 １ 共 通 電 圧 VCOMに 対 し て ） 0Vに 設 定 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 表 1に 示 さ れ て
い る よ う に 、 透 過 電 圧 が 下 限 に 設 定 さ れ れ ば 反 射 電 圧 が 下 限 に な る の で 、 透 過 領 域 と 反 射
領 域 と の 各 輝 度 が い ず れ も ブ ラ ッ ク に な る 。 一 方 、 透 過 電 圧 が 上 限 に 設 定 さ れ れ ば 反 射 電
圧 が 上 限 に な る の で 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の 各 輝 度 が い ず れ も ホ ワ イ ト に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 19に 示 さ れ て い る 曲 線 Rc－ Vは 、 式 (1)に よ り 透 過 電 圧 と 制 御 電 圧 と の 組 み 合 わ せ か ら
得 ら れ る 反 射 電 圧 に 対 応 す る 反 射 領 域 の 相 対 輝 度 （ 輝 度 の 最 大 値 に 対 す る 割 合 ） を 、 そ の
透 過 電 圧 に 対 し て プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。 図 19に 示 さ れ て い る と お り 、 こ の 曲 線 Rc－ V
は 透 過 領 域 で の 輝 度 － 電 圧 曲 線 T－ Vと 良 く 一 致 し て い る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ る 表 示 装 置
は 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と の 両 方 で 共 通 の 透 過 電 圧 を 用 い 、 同 じ 画 素 の 透 過 領 域 と 反
射 領 域 と の 各 輝 度 特 性 を 精 度 良 く 一 致 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 同 じ 画 素 部 に 含 ま れ て い る 透 過 部 と 反 射 部 と に 対 し 、 ま ず 、
透 過 電 圧 を 共 通 に 印 加 す る 。 次 に 、 反 射 部 を フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に し た 上 で 、 調 整 部 に 対
し て 制 御 電 圧 を 印 加 す る 。 そ れ に よ り 、 反 射 領 域 の 液 晶 キ ャ パ シ タ と 調 整 部 の ポ ン ピ ン グ
キ ャ パ シ タ と の 間 で 電 荷 が 再 配 置 さ れ 、 反 射 領 域 の 電 圧 が 透 過 電 圧 か ら 反 射 電 圧 に 自 動 的
に 調 整 さ れ る 。 そ の 結 果 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と で セ ル ギ ャ ッ プ と 印 加 電 圧 と が い ず れ も
共 通 に 設 定 さ れ た ま ま で も 、 両 領 域 間 で の 輝 度 － 電 圧 曲 線 の 差 異 （ 図 1に 示 さ れ て い る 曲
線 T－ V、 R－ V参 照 ） が 補 償 さ れ る 。 す な わ ち 、 表 示 装 置 の 構 成 を 簡 単 な も の に 維 持 し た ま
ま 、 両 領 域 の 輝 度 特 性 を 精 度 良 く 一 致 さ せ る こ と が で き る 。 こ う し て 、 本 発 明 に よ る 反 射
－ 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 製 造 コ ス ト を 低 く 維 持 し た ま ま 、 更 な る 高 画 質 化 を 実 現 可 能 で
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 4に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 画 素 部 の 等 価 回 路 図 を 示 す 。 第 １ 画 素 部 P1は 、 第 １
透 過 部 Pt1、 第 １ 反 射 部 Pr1、 及 び 第 １ 調 整 部 Pa1を 含 む 。 第 １ 画 素 部 P1に は 、 ソ ー ス 配 線 D
L、 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1、 及 び 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2が 連 結 さ れ 、 各 配 線 を 通 し て 外 部 の 駆 動
装 置 か ら 駆 動 信 号 が 伝 達 さ れ る 。 各 駆 動 信 号 に よ っ て 第 １ 透 過 部 Pt1、 第 １ 反 射 部 Pr1、 及
び 第 １ 調 整 部 Pa1が 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 透 過 部 Pt1は 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCt、 第 １ ス ト レ ー ジ キ
ャ パ シ タ CSTtを 含 む 。 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtは 、 第 １ 画 素 部 P1の 透 過 領 域 に 含 ま れ る 透
明 電 極 、 及 び 、 液 晶 層 を 隔 て て 透 明 電 極 と 対 向 す る 共 通 電 極 の 部 分 に 等 価 で あ る 。 第 １ ト
ラ ン ジ ス タ TR1の 第 １ ゲ ー ト 電 極 は 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1に 連 結 さ れ 、 第 １ ソ ー ス 電 極 は 第 １
調 整 部 Pa1の 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3に 連 結 さ れ 、 第 １ ド レ イ ン 電 極 は 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CL
Ctの 第 １ 電 極 、 す な わ ち 透 明 電 極 に 連 結 さ れ て い る 。 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 ２ 電 極
、 す な わ ち 共 通 電 極 に 対 し て は 第 １ 共 通 電 圧 VCOMが 印 加 さ れ る 。 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ CSTtの 第 １ 電 極 は 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ 、 第 ２ 電 極 に 対 し て は 第 ２ 共 通 電 圧 VCST
が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 反 射 部 Pr1は 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR2、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr、 及 び 第 ２ ス ト レ ー
ジ キ ャ パ シ タ CSTrを 含 む 。 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrは 、 第 １ 画 素 部 P1の 反 射 領 域 に 含 ま れ
る 反 射 電 極 、 及 び 、 液 晶 層 を 隔 て て 反 射 電 極 と 対 向 す る 共 通 電 極 の 部 分 に 等 価 で あ る 。 第
２ ト ラ ン ジ ス タ TR2の 第 ２ ゲ ー ト 電 極 は 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1に 連 結 さ れ 、 第 ２ ソ ー ス 電 極 は
第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 、 す な わ ち 透 明 電 極 に 連 結 さ れ 、 第 ２ ド レ イ ン 電 極 は
第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrの 第 １ 電 極 、 す な わ ち 反 射 電 極 に 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ 液 晶 キ ャ
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パ シ タ CLCrの 第 ２ 電 極 に 対 し て は 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOMが 印 加 さ れ る 。 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ
パ シ タ CSTrの 第 １ 電 極 は 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ 、 第 ２ 電 極 に 対 し て は 第 ２ 共 通 電 圧
VCSTが 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 調 整 部 Pa1は 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPを 含 む 。 第 ３ ト ラ ン
ジ ス タ TR3の 第 ３ ゲ ー ト 電 極 は 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2に 連 結 さ れ 、 第 ３ ソ ー ス 電 極 は ソ ー ス 配
線 DLに 連 結 さ れ 、 第 ３ ド レ イ ン 電 極 は 第 １ ソ ー ス 電 極 と ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 電
極 Aと に 連 結 さ れ て い る 。 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 ２ 電 極 Bは 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr
の 第 １ 電 極 、 す な わ ち 反 射 電 極 と 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrの 第 １ 電 極 と に 連 結 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 5に は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 画 素 部 の 等 価 回 路 図 を 示 す 。 第 ２ 画 素 部 P2は 、 第
２ 透 過 部 Pt2、 第 ２ 反 射 部 Pr2、 及 び 第 ２ 調 整 部 Pa2を 含 む 。 第 ２ 画 素 部 P2に は 、 ソ ー ス 配
線 DL、 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1、 及 び 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2が 連 結 さ れ 、 各 配 線 を 通 し て 外 部 の 駆
動 装 置 か ら 駆 動 信 号 が 伝 達 さ れ る 。 各 駆 動 信 号 に よ っ て 第 ２ 透 過 部 Pt2、 第 ２ 反 射 部 Pr2、
及 び 第 ２ 調 整 部 Pa2が 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ 画 素 部 P2の 等 価 回 路 は 、 図 4に 示 さ れ て い る 第 １ 画 素 部 P1の 等 価 回 路 と 比 べ 、 透 過
部 に 含 ま れ て い る 第 １ ト ラ ン ジ ス タ の 配 線 が 異 な る 。 具 体 的 に は 、 第 ２ 透 過 部 Pt2の 第 １
ト ラ ン ジ ス タ TR4で は 、 第 １ ゲ ー ト 電 極 が 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1に 連 結 さ れ 、 第 １ ソ ー ス 電 極
が ソ ー ス 配 線 DLに 連 結 さ れ 、 第 １ ド レ イ ン 電 極 が 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 、 す
な わ ち 透 明 電 極 に 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ 画 素 部 P2の そ の 他 の 構 成 要 素 及 び 配 線 の 設 計 は 第
１ 画 素 部 P1の そ れ ら の 設 計 と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 従 っ て 、 そ れ ら に つ い て は 、 第 １ 画 素
部 P1に つ い て の 説 明 を 援 用 す る 。 尚 、 図 5で は 、 第 ２ 反 射 部 Pr2が 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR5を
含 み 、 第 ２ 調 整 部 Pa2が 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR6を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 4、 5の い ず れ で も 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CP、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr、 及 び 第 ２ ス
ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrが 図 3に 示 さ れ て い る よ う に 連 結 さ れ て い る 。 更 に 、 ポ ン ピ ン グ
キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 端 Aが 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3、 TR6を 通 し て ソ ー ス 配 線 DLに 連 結 さ れ 、
第 2端 Bが 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR2、 TR5を 通 じ て 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 、 す な わ
ち 透 明 電 極 に 連 結 さ れ て い る 。 従 っ て 、 図 3を 用 い て 説 明 し た と お り 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ
シ タ CP、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr、 及 び 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrの 間 で の 電 荷 の 再
配 置 に よ り 、 反 射 電 極 に 対 し て 印 加 さ れ た 透 過 電 圧 が 反 射 電 圧 に 自 動 的 に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 反 射 電 圧 の 調 整 は 具 体 的 に は 以 下 の よ う に 行 わ れ る 。 図 6に 、 図 4に 示 さ れ て い る 等 価 回
路 の 駆 動 に 利 用 さ れ る 各 駆 動 信 号 の タ イ ミ ン グ 図 を 示 す 。 ま ず 、 各 水 平 期 間 1Hが 第 １ 期 間
l1と 第 ２ 期 間 l2と に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 期 間 I1で は 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1と 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2と の そ れ ぞ れ を 通 し て 伝 達 さ
れ る 第 １ ゲ ー ト 信 号 G1と 第 ２ ゲ ー ト 信 号 G2と が い ず れ も ア ク テ ィ ブ に さ れ る （ 図 6で は 各
信 号 G1、 G2の ハ イ レ ベ ル が ア ク テ ィ ブ 状 態 に 設 定 さ れ て い る ） 。 そ れ ら の 第 １ ゲ ー ト 配 線
GL1と 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2と に 連 結 さ れ た 第 １ 画 素 部 P1で は 、 第 １ ～ 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR1
、 TR2、 TR3が い ず れ も タ ー ン オ ン す る 。 第 １ 期 間 l1で は 更 に 、 そ の 第 １ 画 素 部 P1に 連 結 さ
れ た ソ ー ス 配 線 DLに 対 し 、 所 定 の レ ベ ル の 透 過 電 圧 Vdtが 印 加 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ 画 素
部 P1で は 、 透 過 電 圧 Vdtが 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3及 び 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1を 経 由 し て 第 １
液 晶 キ ャ パ シ タ CLCt及 び 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTtの 各 第 １ 電 極 に 対 し て 印 加 さ れ 、
更 に 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR2を 経 由 し て 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr及 び 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ
パ シ タ CSTrの 各 第 １ 電 極 に 対 し て 印 加 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOMに 対 す る 透 明 電
極 の 電 圧 VPt1と 反 射 電 極 の 電 圧 VPr1と が い ず れ も 透 過 電 圧 Vdtに 等 し い 。 す な わ ち 、 第 １
液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtと 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrと の 各 両 端 電 圧 は 透 過 電 圧 Vdtと 第 １ 共 通
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電 圧 VCOMと の 間 の 差 に 等 し く 、 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTtと 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ CSTrと の 各 両 端 電 圧 は 透 過 電 圧 Vdtと 第 ２ 共 通 電 圧 VCSTと の 間 の 差 に 等 し い 。 一 方 、 ポ
ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 電 極 A及 び 第 ２ 電 極 Bに 対 し て は 同 じ 透 過 電 圧 Vdtが 印 加 さ れ
る 。 従 っ て 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 両 端 電 圧 は 0に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ 期 間 I2で は 、 第 １ ゲ ー ト 信 号 G1が ロ ー レ ベ ル に 変 化 す る 。 一 方 、 第 ２ ゲ ー ト 信 号 G2
は ハ イ レ ベ ル （ ア ク テ ィ ブ 状 態 ） に 維 持 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1及 び
第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR2は タ ー ン オ フ す る 一 方 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3は オ ン 状 態 を 維 持 す る
。 従 っ て 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 （ 透 明 電 極 ） と 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
CSTtの 第 １ 電 極 と が フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に 維 持 さ れ 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrの 第 １ 電 極
（ 反 射 電 極 ） 、 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrの 第 １ 電 極 、 及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CP
の 第 ２ 電 極 Bが フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に 維 持 さ れ る 。 第 ２ 期 間 l2で は 更 に 、 ソ ー ス 配 線 DLに
対 し 、 透 過 電 圧 Vdtに 代 え 、 制 御 電 圧 Vcが 印 加 さ れ る 。 こ こ で 、 制 御 電 圧 Vcは 透 過 電 圧 Vdt
の 下 限 、 す な わ ち 第 １ 共 通 電 圧 VCOMと 等 し い 。 制 御 電 圧 Vcは 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3を 通
じ て ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 電 極 Aに 対 し て 印 加 さ れ る 。 第 １ 電 極 Aの 電 圧 が 透 過 電
圧 Vdtか ら 制 御 電 圧 Vcに 変 化 す る こ と に よ り 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr、 第 ２ ス ト レ ー ジ
キ ャ パ シ タ CSTr、 及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 間 で 電 荷 が 再 配 置 さ れ る 。 そ の 結 果 、 反
射 電 極 の 電 圧 Vpr1が 透 過 電 圧 Vdtか ら 、 式 (1)で 表 さ れ る 電 圧 差 Δ V1だ け 降 下 す る 。 こ う し
て 、 反 射 電 極 の 電 圧 Vpr1が 自 動 的 に 調 整 さ れ 、 目 標 の 反 射 電 圧 Vdrに 実 質 的 に 一 致 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 4に 示 さ れ て い る 等 価 回 路 は 好 ま し く は 、 図 7及 び 図 8に 示 さ れ て い る 具 体 的 な 構 造 で
実 現 さ れ る 。 図 8に 示 さ れ て い る よ う に 、 表 示 パ ネ ル 100－ 1で は 、 第 １ 基 板 110－ 1と 第 ２
基 板 120と が 液 晶 層 130を 隔 て て 互 い に 対 向 し て い る 。 図 7、 8に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １
基 板 110－ 1に は 、 第 １ 方 向 に 延 び て い る ソ ー ス 配 線 DL、 及 び 、 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方
向 に 延 び て い る ゲ ー ト 配 線 GL1、 GL2と 共 通 配 線 CVLt、 CVLrが 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 基 板 11
0－ 1で は 更 に 、 そ れ ら の 配 線 に よ っ て 複 数 の 画 素 領 域 が 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 各 画 素 領 域 P1は 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと に 分 け ら れ て い る 。 透 過 領 域 TAで は 、 第 １ 基
板 110－ 1の 背 面 （ 図 8で は 下 面 ） に 入 射 す る 内 部 光 L1が 透 過 し 、 第 ２ 基 板 120の 前 面 （ 図 8
で は 上 面 ） か ら 放 出 さ れ る 。 反 射 領 域 RAで は 、 第 ２ 基 板 120の 前 面 （ 図 8で は 上 面 ） に 入 射
す る 外 部 光 L2が 反 射 さ れ 、 第 ２ 基 板 120の 前 面 か ら 放 出 さ れ る 。 反 射 領 域 RAに は 、 図 4に 示
さ れ て い る 各 駆 動 素 子 CLCt、 CSTt、 TR1、 CLCr、 CSTr、 TR2、 TR3、 及 び CPが 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 7、 8に 示 さ れ て い る 第 １ 基 板 110－ １ の 積 層 構 造 は 好 ま し く は 図 9～ 12に 示 さ れ て い る
工 程 順 に 形 成 さ れ る 。
　 第 １ 工 程 で は 、 図 9に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ ベ ー ス 基 板 101の 反 射 領 域 RAに チ ャ ン ネ
ル パ タ ー ン 102が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102は 半 導 体 層 か ら 成 る 。 後 述
の よ う に 、 チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102の 各 領 域 に 、 第 １ ～ 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR1、 TR2、 TR3が
形 成 さ れ る 。 チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102と 第 １ ベ ー ス 基 板 101と の 上 に は 更 に 、 第 １ 絶 縁 層 10
3が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ２ 工 程 で は 、 図 10に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ 絶 縁 層 103の 上 に ゲ ー ト 金 属 パ タ ー ン
が 形 成 さ れ る 。 ゲ ー ト 金 属 パ タ ー ン は 、 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2、 第 １ 共
通 配 線 CVLt、 第 ２ 共 通 配 線 CVLr、 及 び 電 極 パ タ ー ン CPEを 含 む 。 第 １ 絶 縁 層 103を 隔 て て 対
向 す る チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102と 第 １ 共 通 配 線 CVLtと に よ っ て 第 １ 透 過 部 Pt1の 第 １ ス ト レ
ー ジ キ ャ パ シ タ CSTtが 形 成 さ れ る 。 第 １ 絶 縁 層 103を 隔 て て 対 向 す る チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 1
02と 第 ２ 共 通 配 線 CVLrと に よ っ て 第 １ 反 射 部 Pr1の 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrが 形 成
さ れ る 。 第 １ 絶 縁 層 103を 隔 て て 対 向 す る チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102と 電 極 パ タ ー ン CPEと に
よ っ て 第 １ 調 整 部 Pa1の ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPが 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ３ 工 程 で は 、 図 11に 示 さ れ て い る よ う に 、 ゲ ー ト 金 属 パ タ ー ン と 第 １ 絶 縁 層 103と の
上 に 第 ２ 絶 縁 層 104が 形 成 さ れ る 。 更 に 、 第 ２ 絶 縁 層 104の 上 に ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン が 形 成
さ れ る 。 ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン は ソ ー ス 配 線 DLと 第 １ ～ 第 ３ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP1、 MP2、
MP3と を 含 む 、 ソ ー ス 配 線 DLは 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3の 第 ３ ソ ー ス 電 極 と 一 体 に 形 成 さ れ る
。 第 １ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP1で は 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1の 第 １ ド レ イ ン 電 極 と 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ TR2の 第 ２ ソ ー ス 電 極 と が 一 体 に 形 成 さ れ る 。 第 １ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP1は 更 に
、 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル C1を 通 じ て チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102に 連 結 さ れ る 。 第 ２ ソ ー ス 金
属 パ タ ー ン MP2で は 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1の 第 １ ソ ー ス 電 極 と 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3の 第
３ ド レ イ ン 電 極 と が 一 体 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP2は 更 に 、 第 ２ コ ン タ
ク ト ホ ー ル C2を 通 じ て チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102に 連 結 さ れ 、 第 ４ コ ン タ ク ト ホ ー ル C4を 通
じ て 電 極 パ タ ー ン CPEに 連 結 さ れ る 。 こ う し て 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 両 端 が 、 第 ２
ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP2に 連 結 さ れ る 。 第 ３ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP3は 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR
2の 第 ２ ド レ イ ン 電 極 を 含 む 。 第 ３ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP3は 更 に 、 第 ３ コ ン タ ク ト ホ ー ル
C3を 通 じ て チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ４ 工 程 で は 、 図 12に 示 さ れ て い る よ う に 、 ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン と 第 ２ 絶 縁 層 104と の
上 に 有 機 絶 縁 層 105が 形 成 さ れ る 。 有 機 絶 縁 層 105は 好 ま し く は 、 反 射 領 域 RAと 透 過 領 域 TA
と で 均 一 の 厚 み に 形 成 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 反 射 領 域 RAと 透 過 領 域 TAと で は ２ 枚 の 基
板 110－ 1、 120の 間 隔 、 す な わ ち セ ル ギ ャ ッ プ が 等 し い 。 更 に 好 ま し く は 、 有 機 絶 縁 層 105
の 表 面 に は 波 状 の 凹 凸 パ タ ー ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 各 画 素 領 域 P1で は 、 有 機 絶 縁 層 105の 上 に 画 素 電 極 が 形 成 さ れ る 。 画 素 電 極 は 透 明 電 極 T
E1と 反 射 電 極 RE1と を 含 む 。 透 明 電 極 TE1は 透 過 領 域 TAを 覆 い 、 第 １ 基 板 110－ 1の 後 方 か ら
入 射 す る 内 部 光 L1を 透 過 さ せ る 。 反 射 電 極 RE1は 反 射 領 域 RAを 覆 い 、 第 １ 基 板 110－ 1の 前
方 か ら 入 射 す る 外 部 光 L2を 反 射 す る 。 こ こ で 、 有 機 絶 縁 層 105の 表 面 に 波 状 の 凹 凸 パ タ ー
ン が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 反 射 電 極 RE1に も 同 様 な パ タ ー ン が 形 成 さ れ る 。 そ れ に よ り 、
反 射 電 極 RE1で は 外 部 光 L2が 乱 反 射 さ れ る の で 、 表 示 パ ネ ル 110－ 1の 画 面 に は 外 部 の 物 体
が 映 ら な い 。 透 明 電 極 TE1は 第 １ ビ ア ホ ー ル VH1を 通 じ て 第 １ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP1に 連
結 さ れ る 。 特 に 、 透 明 電 極 TE1は 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1の 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ 、 第
１ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 と し て 利 用 さ れ る 。 反 射 電 極 RE1は 第 ２ ビ ア ホ ー ル VH2を
通 じ て 第 ３ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP3に 連 結 さ れ る 。 特 に 、 反 射 電 極 RE1は 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ
TR2の 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrの 第 １ 電 極 と し て 利 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 8に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ 基 板 120は 第 ２ ベ ー ス 基 板 121を 含 む 。 第 ２ ベ ー ス 基 板 1
21の 上 に は カ ラ ー フ ィ ル タ 層 122及 び 共 通 電 極 層 123が 形 成 さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 層
122は 各 画 素 領 域 に 形 成 さ れ 、 好 ま し く は 、 レ ッ ド 、 グ リ ー ン 、 及 び ブ ル ー の い ず れ か の
色 を 示 す 。 図 8に は 示 さ れ て い な い が 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 122で は 好 ま し く は 、 反 射 領 域 RA
の 一 部 分 に 対 向 す る 領 域 に ラ イ ト ホ ー ル が 形 成 さ れ て い る 。 ラ イ ト ホ ー ル は 、 第 ２ 基 板 12
0の 前 面 に 入 射 す る 外 部 光 L2を そ の ま ま 透 過 さ せ る 。 共 通 電 極 層 123は 、 第 １ 基 板 110－ 1に
対 向 す る 第 ２ 基 板 120の 表 面 全 体 を 覆 い 、 特 に 透 明 電 極 TE1及 び 反 射 電 極 RE1に 対 向 し て い
る 。 共 通 電 極 層 123が 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCt及 び 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrの 各 第 ２ 電
極 と し て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 液 晶 層 130は 複 数 の 液 晶 分 子 を 含 む 。 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 は 、 第 １ 基 板 110－ 1の 画 素 電
極 RE1、 TE1と 第 ２ 基 板 120の 共 通 電 極 層 123と の 間 の 電 位 差 に よ っ て 変 化 す る 。 更 に 、 透 過
領 域 TAを 透 過 す る 内 部 光 L1の 強 度 、 及 び 反 射 領 域 RAで 反 射 さ れ る 外 部 光 L2の 強 度 が 、 各 領
域 に 含 ま れ る 液 晶 層 130で の 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 に 応 じ て 変 化 す る 。 従 っ て 、 画 素 電 極 RE1
、 TE1と 共 通 電 極 層 123と の 間 の 電 位 差 が 各 画 素 領 域 で 調 整 さ れ る こ と に よ り 、 各 画 素 領 域
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の 輝 度 が 所 望 の 階 調 に 設 定 さ れ る 。 液 晶 層 130は 好 ま し く は ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク 型 で あ る 。
ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク 型 で は 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 層 と の 間 の 電 位 差 が 大 き い ほ ど 画 素 領 域 の
輝 度 が 高 い 。 液 晶 層 130は そ の 他 に ノ ー マ リ ホ ワ イ ト 型 で あ っ て も 良 い 。 ノ ー マ リ ホ ワ イ
ト 型 で は 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 層 と の 間 の 電 位 差 が 小 さ い ほ ど 画 素 領 域 の 輝 度 が 高 い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 5に 示 さ れ て い る 等 価 回 路 は 好 ま し く は 、 図 13、 14に 示 さ れ て い る 具 体 的 な 構 造 で 実
現 さ れ る 。 図 14に 示 さ れ て い る よ う に 、 表 示 パ ネ ル 100－ 2で は 、 第 １ 基 板 110－ 2と 第 ２ 基
板 120と が 液 晶 層 130を 隔 て て 互 い に 対 向 し て い る 。 図 13、 14に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １
基 板 110－ 2に は 、 第 １ 方 向 に 延 び て い る ソ ー ス 配 線 DL、 及 び 、 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方
向 に 延 び て い る ゲ ー ト 配 線 GL1、 GL2と 共 通 配 線 CVLが 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 基 板 110－ 2で
は 更 に 、 そ れ ら の 配 線 に よ っ て 複 数 の 画 素 領 域 が 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 画 素 領 域 P2は 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと に 分 け ら れ て い る 。 透 過 領 域 TAで は 、 第 １ 基
板 110－ 2の 背 面 （ 図 14で は 下 面 ） に 入 射 す る 内 部 光 L1が 透 過 し 、 第 ２ 基 板 120の 前 面 （ 図 1
4で は 上 面 ） か ら 放 出 さ れ る 。 反 射 領 域 RAで は 、 第 ２ 基 板 120の 前 面 （ 図 14で は 上 面 ） に 入
射 す る 外 部 光 L2が 反 射 さ れ 、 第 ２ 基 板 120の 前 面 か ら 放 出 さ れ る 。 反 射 領 域 RAに は 、 図 5に
示 さ れ て い る 各 駆 動 素 子 CLCt、 CSTt、 TR4、 CLCr、 CSTr、 TR5、 TR6、 及 び CPが 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 14に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ 基 板 110－ 2は 第 １ ベ ー ス 基 板 101を 含 む 。 第 １ ベ ー ス
基 板 101の 上 で は 各 画 素 領 域 P2に チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102が 形 成 さ れ て い る 。 チ ャ ン ネ ル パ
タ ー ン 102は 好 ま し く は 半 導 体 層 か ら 成 る 。 第 １ ～ 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR4、 TR5、 TR6は チ ャ
ン ネ ル パ タ ー ン 102の 上 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102と 第 １ ベ ー ス 基 板 101と の 上 に は 第 １ 絶 縁 層 103が 形 成 さ れ て い
る 。 第 １ 絶 縁 層 103の 上 に は 更 に ゲ ー ト 金 属 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 金 属 パ タ
ー ン は 、 共 通 配 線 CVL、 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2、 及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ
シ タ CPの 第 １ 電 極 で あ る 電 極 パ タ ー ン CPEを 含 む 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ゲ ー ト 金 属 パ タ ー ン と 第 １ 絶 縁 層 105と の 上 に は 第 ２ 絶 縁 層 104が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２
絶 縁 層 104の 上 に は 更 に ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 。 ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン は ソ
ー ス 配 線 DLと 第 １ ～ 第 ３ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP11、 MP22、 MP33と を 含 む 。 ソ ー ス 配 線 DLは
第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR4の 第 １ ソ ー ス 電 極 と 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR6の 第 ３ ソ ー ス 電 極 と 一 体 に
形 成 さ れ て い る 。 第 １ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP11で は 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR4の 第 １ ド レ イ
ン 電 極 と 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR5の 第 ２ ソ ー ス 電 極 と が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ソ ー ス
金 属 パ タ ー ン MP11は 更 に 、 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル C11を 通 じ て チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102に 連
結 さ れ て い る 。 第 ２ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP22は 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR5の 第 ２ ド レ イ ン 電 極
を 含 み 、 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー ル C22を 通 じ て チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102に 連 結 さ れ て い る 。 第
３ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP33は 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR6の 第 ３ ド レ イ ン 電 極 を 含 む 。 第 ３ ソ ー
ス 金 属 パ タ ー ン MP33は 更 に 、 第 ３ コ ン タ ク ト ホ ー ル C33を 通 じ て チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102に
連 結 さ れ 、 第 ４ コ ン タ ク ト ホ ー ル C44を 通 じ て 電 極 パ タ ー ン CPEに 連 結 さ れ て い る 。 こ う し
て 、 第 １ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP11と 共 通 配 線 CVLと が 重 な る 領 域 に 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ
シ タ CSTtが 形 成 さ れ 、 第 ２ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP22と 共 通 配 線 CVLと が 重 な る 領 域 に 第 ２
ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrが 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン 102と 電 極 パ タ
ー ン CPEと に よ っ て ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPが 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン と 第 ２ 絶 縁 層 104と の 上 に は 有 機 絶 縁 層 105が 形 成 さ れ て い る 。 有 機
絶 縁 層 105は 反 射 領 域 RAと 透 過 領 域 TAと で 均 一 な 厚 み に 形 成 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 反
射 領 域 RAと 透 過 領 域 TAと で は ２ 枚 の 基 板 110－ 1、 120の 間 隔 、 す な わ ち セ ル ギ ャ ッ プ が 等
し い 。 更 に 好 ま し く は 、 有 機 絶 縁 層 105の 表 面 に は 波 状 の 凸 凹 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い る
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。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 各 画 素 領 域 P2で は 、 有 機 絶 縁 層 105の 上 に 画 素 電 極 が 形 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 は 透 明
電 極 TE2と 反 射 電 極 RE2と を 含 む 。 透 明 電 極 TE2は 透 過 領 域 TAを 覆 い 、 第 １ 基 板 110－ 2の 後
方 か ら 入 射 す る 内 部 光 L1を 透 過 さ せ る 。 反 射 電 極 RE2は 反 射 領 域 RAを 覆 い 、 第 １ 基 板 110－
2の 前 方 か ら 入 射 す る 外 部 光 L2を 反 射 す る 。 こ こ で 、 有 機 絶 縁 層 105の 表 面 に 波 状 の 凹 凸 パ
タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 反 射 電 極 RE2に も 同 様 な パ タ ー ン が 形 成 さ れ る 。 そ れ に よ
り 、 反 射 電 極 RE2で は 外 部 光 L2が 乱 反 射 さ れ る の で 、 表 示 パ ネ ル 110－ 2の 画 面 に は 外 部 の
物 体 が 映 ら な い 。 透 明 電 極 TE2は 第 １ ビ ア ホ ー ル VH11を 通 じ て 第 １ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP1
1に 連 結 さ れ て い る 。 特 に 、 透 明 電 極 TE2は 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR4の 第 １ ド レ イ ン 電 極 に 連
結 さ れ 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 と し て 利 用 さ れ る 。 反 射 電 極 RE2は 第 ２ ビ ア
ホ ー ル VH22を 通 じ て 第 ２ ソ ー ス 金 属 パ タ ー ン MP22に 連 結 さ れ て い る 。 特 に 、 反 射 電 極 RE2
は 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR5の 第 ２ ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCrの 第 １
電 極 と し て 利 用 さ れ る 。
　 第 ２ 基 板 120及 び 液 晶 層 130は 、 図 8に 示 さ れ て い る そ れ ら と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 従 っ
て 、 そ れ ら に つ い て は 図 8に 関 す る 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 述 べ た 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 表 示 パ ネ ル は 好 ま し く は 、 以 下 の よ う な 表 示 装 置 に 搭
載 さ れ る 。 図 15に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 そ の 表 示 装 置 は
、 液 晶 表 示 パ ネ ル 100、 駆 動 装 置 200、 及 び フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 300を 含 む 。
　 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 （ Ｆ Ｐ Ｃ ） 300は 外 部 装 置 （ 図 示 せ ず ） と 駆 動 装 置 200と の 間
を 電 気 的 に 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル 100は 第 １ 基 板 110と 第 ２ 基 板 120と を 含 む 。 第 １ 基 板 110と 第 ２ 基 板 120
と の 間 に は 液 晶 層 が 挟 ま れ て い る （ 図 示 せ ず ） 。 液 晶 表 示 パ ネ ル 100は 表 示 領 域 と 周 辺 領
域 と に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 表 示 領 域 に は 、 m本 の ソ ー ス 配 線 DL1、 … 、 DLmと 2n本 の ゲ ー ト 配 線 GL1、 … 、 GL2nと が 形
成 さ れ て い る （ n、 m： 自 然 数 ） 。 ゲ ー ト 配 線 GL1、 … 、 GL2nは ソ ー ス 配 線 DL1、 … 、 DLmと
交 差 し て い る 。 表 示 領 域 で は 更 に 、 ソ ー ス 配 線 DL1、 … 、 DLmと ゲ ー ト 配 線 GL1、 … 、 GL2n
と に よ っ て m× n個 の 画 素 部 Pが 仕 切 ら れ て い る 。 各 画 素 部 Pは 上 記 の 実 施 例 に よ る も の で あ
り 、 透 過 部 Pt、 反 射 部 Pr、 及 び 調 整 部 Paを 含 む （ 図 15に は 一 例 と し て 、 図 4の 画 素 部 が 示
さ れ て い る ） 。 各 画 素 部 Pに は 、 ソ ー ス 配 線 DL、 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1、 及 び 第 ２ ゲ ー ト 配 線
GL2が 連 結 さ れ て い る 。 そ れ ら の 配 線 を 通 し て 伝 達 さ れ る 駆 動 信 号 に よ り 、 透 過 部 Pt、 反
射 部 Pr、 及 び 調 整 部 Paが 駆 動 さ れ る 。 透 過 部 Ptは 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1、 第 １ 液 晶 キ ャ
パ シ タ CLCt、 及 び 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTtを 含 む 。 反 射 部 Prは 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ
TR2、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCr、 及 び 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrを 含 む 。 調 整 部 Paは
第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3及 び ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPを 含 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル 100の 周 辺 領 域 は 表 示 領 域 を 囲 ん で い る 。 周 辺 領 域 に は 駆 動 装 置 200が 設
置 さ れ て い る 。 駆 動 装 置 200は 、 メ イ ン 駆 動 部 210、 出 力 選 択 部 220、 及 び ゲ ー ト 駆 動 部 230
を 含 む 。
　 メ イ ン 駆 動 部 210は 好 ま し く は 単 一 の チ ッ プ に 実 装 さ れ て い る 。 メ イ ン 駆 動 部 210は 、 フ
レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 300か ら 制 御 信 号 及 び デ ー タ 信 号 を 受 け 、 そ れ ら を 利 用 し て 画 素
部 Pに 対 す る 駆 動 信 号 を 生 成 す る 。 駆 動 信 号 は 特 に 、 上 記 の 透 過 電 圧 Vdtを デ ー タ 電 圧 と し
て 含 み 、 更 に 上 記 の 制 御 電 圧 Vcを 含 む （ 図 6参 照 ） 。
　 出 力 選 択 部 220は 、 メ イ ン 駆 動 部 210か ら 出 力 さ れ る デ ー タ 電 圧 Vdtと 制 御 電 圧 Vcと の い
ず れ か を 選 択 し て 目 標 の ソ ー ス 配 線 DLに 出 力 す る 。 出 力 選 択 部 220は 特 に 、 第 １ 期 間 で は
デ ー タ 電 圧 Vdtを 選 択 し 、 第 ２ 期 間 で は 制 御 電 圧 Vcを 選 択 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 230は 、 メ イ ン 駆 動 部 210と は 別 の チ ッ プ に 実 装 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 駆 動 部
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230は 、 メ イ ン 駆 動 部 210か ら 提 供 さ れ る 駆 動 信 号 に 基 づ い て ゲ ー ト 配 線 GL1、 … 、 GL2nに
ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 16に 、 メ イ ン 駆 動 部 及 び 出 力 選 択 部 の 各 内 部 の 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 メ イ ン 駆 動
部 210は 好 ま し く は 、 制 御 部 211、 メ モ リ 213、 電 圧 発 生 部 215、 及 び ソ ー ス 駆 動 部 217を 含
む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 制 御 部 211は 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 300か ら デ ー タ 信 号 210aと 制 御 信 号 210bと を 受
け る 。 制 御 信 号 210bは 好 ま し く は 、 水 平 同 期 信 号 、 垂 直 同 期 信 号 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 信 号 、
デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 を 含 む 。 制 御 部 211は 更 に 、 制 御 信 号 210bに 基 づ い て デ ー タ 信 号 210
aを メ モ リ 213に 記 録 し 、 又 は メ モ リ 213か ら 読 み 出 す 。 制 御 部 211は ゲ ー ト 駆 動 部 230に は
ゲ ー ト 制 御 信 号 211aを 出 力 す る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 211aは 好 ま し く は 、 垂 直 開 始 信 号 、 第 １
ク ロ ッ ク 信 号 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び ゲ ー ト 電 圧 を 含 む 。 一 方 、 制 御 部 211は ソ ー ス 駆
動 部 217に は 、 ソ ー ス 制 御 信 号 211bと 、 メ モ リ 213か ら 読 み 出 さ れ た デ ー タ 信 号 211dと を 出
力 す る 。 ソ ー ス 制 御 信 号 211bは 好 ま し く は 、 水 平 開 始 信 号 、 ロ ー ド 信 号 、 及 び 反 転 信 号 を
含 む 。 制 御 部 211は 電 圧 発 生 部 215に は 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 信 号 や 反 転 信 号 等 を 含 む 制 御 信 号
211cを 出 力 す る 。 制 御 部 211は 出 力 選 択 部 220に は 選 択 信 号 211eを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 電 圧 発 生 部 215は 、 外 部 電 源 か ら の 電 圧 210cを 利 用 し て 駆 動 電 圧 を 生 成 す る 。 駆 動 電 圧
は 好 ま し く は 、 制 御 部 211に 提 供 さ れ る ゲ ー ト 電 圧 215a、 ソ ー ス 駆 動 部 217に 提 供 さ れ る 基
準 ガ ン マ 電 圧 215b、 液 晶 表 示 パ ネ ル 100に 提 供 さ れ る 共 通 電 圧 215c、 及 び 、 出 力 選 択 部 220
に 提 供 さ れ る 制 御 電 圧 215dを 含 む 。 共 通 電 圧 215cは 、 第 ２ 基 板 120の 共 通 電 極 層 123に 対 し
て 印 加 さ れ る 第 １ 共 通 電 圧 VCOM、 及 び 第 １ 基 板 110の 共 通 配 線 CVLt、 CVLr、 CVLに 対 し て 印
加 さ れ る 第 ２ 共 通 電 圧 VCSTを 含 む （ 図 4、 5、 7、 8、 13、 14参 照 ） 。 好 ま し く は 、 第 １ 共 通
電 圧 VCOMと 第 ２ 共 通 電 圧 VCSTと は 実 質 的 に レ ベ ル が 等 し い （ VCOM＝ VCST） 。 制 御 電 圧 215d
は 上 記 の 制 御 電 圧 Vcで あ り （ 図 6参 照 ） 、 好 ま し く は 第 １ 共 通 電 圧 VCOMと レ ベ ル が 等 し い
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ソ ー ス 駆 動 部 217は 、 メ モ リ 213か ら 読 み 出 さ れ た デ ー タ 信 号 211dを 、 基 準 ガ ン マ 電 圧 21
5bに 基 づ い て デ ー タ 電 圧 に 変 換 す る 。 変 換 さ れ た デ ー タ 電 圧 は 出 力 選 択 部 220に 出 力 さ れ
る 。
　 出 力 選 択 部 220は 、 ソ ー ス 駆 動 部 217の 出 力 端 子 と 同 数 （ す な わ ち 、 ソ ー ス 配 線 DL1、 …
、 DLmと 同 数 で あ る m個 ） の ス イ ッ チ SW1、 … 、 SWmを 含 む 。 各 ス イ ッ チ SW1、 … 、 SWmは 入 力
端 子 を 二 つ ず つ 含 む 。 第 １ 入 力 端 子 は ソ ー ス 駆 動 部 217の 出 力 端 子 に 連 結 さ れ 、 そ こ か ら
デ ー タ 電 圧 （ す な わ ち 透 過 電 圧 ） Vdtを 受 け る 。 第 ２ 入 力 端 子 は 電 圧 発 生 部 215に 連 結 さ れ
、 そ こ か ら 制 御 電 圧 215dを 受 け る 。 各 ス イ ッ チ SW1、 … 、 SWmの 出 力 端 子 は ソ ー ス 配 線 DL1
、 … 、 DLmに １ 本 ず つ 連 結 さ れ て い る 。 各 ス イ ッ チ SW1、 … 、 SWmは 、 制 御 部 211か ら 提 供 さ
れ た 選 択 信 号 211eに 基 づ き 、 第 １ 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 透 過 電 圧 Vdtと 第 ２ 入 力 端 子 に 入
力 さ れ た 制 御 電 圧 215dと の い ず れ か を 選 択 し 、 出 力 端 子 か ら ソ ー ス 配 線 DL1、 … 、 DLmに 出
力 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 16に 示 さ れ て い る 駆 動 装 置 は 各 駆 動 信 号 を 、 好 ま し く は 図 17に 示 さ れ て い る よ う に 変
化 さ せ る 。
　 ま ず 、 電 圧 発 生 部 215が 液 晶 表 示 パ ネ ル 100に 第 １ 共 通 電 圧  VCOMと 第 ２ 共 通 電 圧 VCSTと
を 出 力 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOMと 第 ２ 共 通 電 圧 VCSTと は レ ベ ル が 等 し い （ VC
OM＝ VCST） 。 更 に 好 ま し く は 、 電 圧 発 生 部 215が 各 共 通 電 圧 VCOM、 VCSTの レ ベ ル を 、 水 平
期 間 1Hご と に 二 値 的 に 変 化 さ せ る 。 電 圧 発 生 部 215は 更 に 、 出 力 選 択 部 220に 制 御 電 圧 Vcを
出 力 す る 。 好 ま し く は 、 制 御 電 圧 Vcは 第 １ 共 通 電 圧 VCOMと レ ベ ル が 等 し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 各 水 平 期 間 1Hの 第 １ 期 間 I1で は 、 ソ ー ス 駆 動 部 217が 一 つ の ラ イ ン に 対 す る デ ー タ 電 圧 D
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ATAを 出 力 す る 。 一 方 、 ゲ ー ト 駆 動 部 230が 、 そ の ラ イ ン 上 の 画 素 部 に 連 結 さ れ て い る 第 １
ゲ ー ト 配 線 GL1及 び 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2の そ れ ぞ れ で 、 第 １ ゲ ー ト 信 号 G11及 び 第 ２ ゲ ー ト
信 号 G12を ア ク テ ィ ブ に す る （ 図 17で は ハ イ レ ベ ル に 変 化 さ せ る ） 。 第 １ ゲ ー ト 信 号 G11の
パ ル ス 幅 W1は 第 １ 期 間 I1の 長 さ に 等 し い 。 第 ２ ゲ ー ト 信 号 G12の パ ル ス 幅 W2は 第 １ ゲ ー ト
信 号 G11の パ ル ス 幅 W1よ り 大 き く 、 好 ま し く は 水 平 期 間 1Hの 長 さ と 等 し い 。 従 っ て 、 第 １
ゲ ー ト 信 号 G11は 第 ２ 期 間 l2で は 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 （ 図 17で は ロ ー レ ベ ル ） に 維 持 さ れ 、
第 ２ ゲ ー ト 信 号 G12は そ の 水 平 期 間 1Hの 全 体 で ア ク テ ィ ブ 状 態 （ 図 17で は ハ イ レ ベ ル ） に
維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 制 御 部 211は 選 択 信 号 SCを 、 各 水 平 期 間 1Hの 第 ２ 期 間 l2の 一 部 で ア ク テ ィ ブ に し （ 図 17
で は ハ イ レ ベ ル に 変 化 さ せ ） 、 そ の 他 の 期 間 で は 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 （ 図 17で は ロ ー レ ベ ル
） に 維 持 す る 。 こ こ で 、 選 択 信 号 SCの パ ル ス 幅 W3は 好 ま し く は 、 第 ２ 期 間 l2の 長 さ よ り 短
い 。 出 力 選 択 部 220は 、 選 択 信 号 SCが 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 （ ロ ー レ ベ ル ） に 維 持 さ れ て い る
期 間 で は デ ー タ 電 圧 DATAを 選 択 し 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 （ ハ イ レ ベ ル ） に 維 持 さ れ て い る 期 間
で は 制 御 電 圧 Vcを 選 択 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 例 え ば 、 ゲ ー ト 駆 動 部 230が 、 あ る 水 平 期 間 1Hの 第 １ 期 間 I1に 、 あ る ラ イ ン の 画 素 部 に
連 結 さ れ た 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1及 び 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2の そ れ ぞ れ に ハ イ レ ベ ル の 第 １ ゲ ー
ト 信 号 G11及 び 第 ２ ゲ ー ト 信 号 G12を 出 力 す る 。 出 力 選 択 部 220は 選 択 信 号 SCに 基 づ き 、 そ
の 第 １ 期 間 I1で は 、 ソ ー ス 駆 動 部 217か ら 出 力 さ れ る そ の ラ イ ン の デ ー タ 電 圧 1L＿ DATAを
選 択 し 、 ソ ー ス 配 線 DL1、 … 、 DLmに 出 力 す る 。 例 え ば 図 4に 示 さ れ て い る 画 素 部 P1で は 、
ソ ー ス 配 線 DLに 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 （ す な わ ち 透 過 電 圧 ） Vdtが 第 ３ ト ラ ン ジ ス
タ TR3及 び 第 １ ト ラ ン ジ ス タ TR1を 経 由 し て 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCt及 び 第 １ ス ト レ ー ジ キ
ャ パ シ タ CSTtに 対 し て 印 加 さ れ 、 更 に 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ TR2を 経 由 し て 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ
タ CLCr及 び 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTrに 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第 １ 液 晶 キ
ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 （ す な わ ち 透 明 電 極 ） の 電 圧 1L＿ Pt、 及 び 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ
CLCrの 第 １ 電 極 （ す な わ ち 反 射 電 極 ） の 電 圧 1L＿ Prが い ず れ も 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOMよ り デ
ー タ 電 圧 1L＿ DATAだ け 高 い レ ベ ル に 維 持 さ れ る 。 一 方 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 電
極 Aと 第 ２ 電 極 Bと に 対 し て は 同 じ デ ー タ 電 圧 Vdtが 印 加 さ れ る の で 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ
タ CPの 両 端 電 圧 は 0に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 同 じ 水 平 期 間 1Hの 第 ２ 期 間 I2で は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 230が 第 １ ゲ ー ト 配 線 GL1に は ロ ー レ ベ
ル の 第 １ ゲ ー ト 信 号 G11を 出 力 し 、 第 ２ ゲ ー ト 配 線 GL2で は ハ イ レ ベ ル の 第 ２ ゲ ー ト 信 号 G1
2を 維 持 す る 。 一 方 、 出 力 選 択 部 220は 、 第 ２ 期 間 l2の う ち 、 選 択 信 号 SCの ア ク テ ィ ブ 期 間
に 制 御 電 圧 Vcを 選 択 し 、 ソ ー ス 配 線 DL1、 … 、 DLmに 出 力 す る 。 例 え ば 図 4に 示 さ れ て い る
画 素 部 P1で は 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtと 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTtと の 第 １ 電 極 の
対 、 並 び に 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCt、 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTt、 及 び ポ ン ピ ン グ
キ ャ パ シ タ CPの 各 第 ２ 電 極 の 組 が そ れ ぞ れ フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に 維 持 さ れ る 。 従 っ て 、 第
１ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCtの 第 １ 電 極 （ す な わ ち 透 明 電 極 ） の 電 圧 1L＿ Ptは 、 第 １ 共 通 電 圧 VC
OMよ り デ ー タ 電 圧 1L＿ DATAだ け 高 い レ ベ ル に 維 持 さ れ る 。 一 方 、 ソ ー ス 配 線 DLに 対 し て 印
加 さ れ た 制 御 電 圧 Vcが 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ TR3を 経 由 し て ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第 １ 電
極 Aに 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第 １ 電 極 Aの 電 圧 が デ ー タ 電 圧 Vdtか ら 制 御 電 圧 Vc
に 降 下 す る の で 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCt、 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTt、 及 び ポ ン ピ
ン グ キ ャ パ シ タ CPの 間 で 電 荷 の 再 配 置 が 生 じ る 。 そ の 結 果 、 ポ ン ピ ン グ キ ャ パ シ タ CPの 第
２ 電 極 Bの 電 圧 が 降 下 し 、 式 （ 1） で 決 ま る 反 射 電 圧 Vdrに 調 整 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 ２ 液
晶 キ ャ パ シ タ CLCrの 第 １ 電 極 （ す な わ ち 反 射 電 極 ） の 電 圧 1L＿ Prが 第 １ 共 通 電 圧 VCOMよ り
反 射 電 圧 Vdrだ け 高 い レ ベ ル に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 の 水 平 期 間 で は 、 次 の ラ イ ン の 画 素 部 が 同 様 に 駆 動 さ れ る 。 但 し 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOM
の レ ベ ル が 所 定 量 だ け 上 昇 し て い る 。 そ の 結 果 、 そ の ラ イ ン の 透 過 部 で は 、 第 １ 共 通 電 圧
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VCOMに 対 す る 透 明 電 極 の 電 圧 2L＿ Ptが 、 前 の ラ イ ン に 対 す る デ ー タ 電 圧 と は 逆 極 性 の デ ー
タ 電 圧 － Vdtに 維 持 さ れ 、 反 射 部 で は 、 第 １ 共 通 電 圧 VCOMに 対 す る 反 射 電 極 の 電 圧 2L＿ Pr
が 、 前 の ラ イ ン に 対 す る 反 射 電 圧 と は 逆 極 性 の 反 射 電 圧 － Vdrに 調 整 さ れ る 。 尚 、 こ れ ら
の 極 性 反 転 に よ り 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 デ ー タ 電 圧 DATAは 更 に 、 図 18に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 色 別 に 異 な る タ イ ミ
ン グ で 出 力 さ れ て も 良 い 。 す な わ ち 、 ソ ー ス 駆 動 部 217は 、 各 水 平 期 間 1Hの 第 １ 期 間 l1に
、 各 ラ イ ン を 構 成 す る 第 １ 色 （ 例 え ば Ｒ ） の 画 素 部 、 第 ２ 色 （ 例 え ば Ｇ ） の 画 素 部 、 及 び
第 ３ 色 （ 例 え ば Ｂ ） の 画 素 部 の そ れ ぞ れ に 対 し 、 第 １ 色 （ Ｒ ） の デ ー タ 電 圧 、 第 ２ 色 （ Ｇ
） の デ ー タ 電 圧 、 及 び 第 ３ 色 （ Ｂ ） の デ ー タ 電 圧 を 順 番 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は
上 記 の も の に は 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば 本 発 明 の 思 想 と 精 神 と を 離 れ る こ と な く 、
本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 を 修 正 し 、 ま た は 変 更 で き る 。 従 っ て 、 そ れ ら の 修 正 や 変 更 も 当
然 に 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る と 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク 型 反 射 － 透 過 型 表 示 装 置 に つ い て 、 透 過 領 域 で の 輝 度
－ 電 圧 曲 線 T－ Vと 反 射 領 域 で の 輝 度 － 電 圧 曲 線 R－ Vと を 示 す グ ラ フ
【 図 ２ 】 一 般 的 な 反 射 － 透 過 型 表 示 装 置 の 模 式 的 な 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 画 素 部 に 含 ま れ て い る 反 射 部 と 調 整 部 と の 等 価 回 路 の 要 部
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 画 素 部 の 等 価 回 路 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 画 素 部 の 等 価 回 路 図
【 図 ６ 】 図 4に 示 さ れ て い る 等 価 回 路 の 駆 動 に 利 用 さ れ る 各 駆 動 信 号 の タ イ ミ ン グ 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 第 １ 基 板 の 平 面 図
【 図 ８ 】 図 7に 示 さ れ て い る 折 線 I－ I’ に 沿 っ て 切 断 さ れ た 表 示 パ ネ ル の 断 面 の 展 開 図
【 図 ９ 】 図 8に 示 さ れ て い る 第 １ 基 板 の 製 造 方 法 の 第 １ 工 程 で 得 ら れ る 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ０ 】 図 8に 示 さ れ て い る 第 １ 基 板 の 製 造 方 法 の 第 ２ 工 程 で 得 ら れ る 断 面 の 展 開 図
【 図 １ １ 】 図 8に 示 さ れ て い る 第 １ 基 板 の 製 造 方 法 の 第 ３ 工 程 で 得 ら れ る 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ２ 】 図 8に 示 さ れ て い る 第 １ 基 板 の 製 造 方 法 の 第 ４ 工 程 で 得 ら れ る 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 第 １ 基 板 の 平 面 図
【 図 １ ４ 】 図 13に 示 さ れ て い る 折 線 II－ II’ に 沿 っ て 切 断 さ れ た 表 示 パ ネ ル の 断 面 の 展 開
図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ６ 】 図 15に 示 さ れ て い る メ イ ン 駆 動 部 及 び 出 力 選 択 部 の 各 内 部 の 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 の 駆 動 に 利 用 さ れ る 各 駆 動 信 号 の タ イ ミ ン グ 図
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 の 駆 動 に 利 用 さ れ る 各 駆 動 信 号 の 別 の タ イ ミ ン
グ 図
【 図 １ ９ 】 本 発 明 に よ る 反 射 － 透 過 型 表 示 装 置 に つ い て 、 透 過 領 域 で の 輝 度 と 透 過 電 圧 と
の 間 の 関 係 を 表 す 曲 線 T－ V、 反 射 領 域 で の 輝 度 と 反 射 電 圧 と の 間 の 関 係 を 表 す 曲 線 R－ V、
及 び 、 式 (1)に 基 づ い て 調 整 さ れ た 反 射 領 域 で の 輝 度 と 透 過 電 圧 と の 間 の 関 係 を 表 す 曲 線 R
c－ Vを 示 す グ ラ フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 100　 　 表 示 パ ネ ル
　 102　 　 チ ャ ン ネ ル パ タ ー ン
　 103　 　 第 １ 絶 縁 層
　 104　 　 第 ２ 絶 縁 層
　 105　 　 有 機 絶 縁 層
　 200　 　 駆 動 装 置
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　 210　 　 メ イ ン 駆 動 部
　 220　 　 出 力 選 択 部
　 P　 　 画 素 部
　 Pt　 　 透 過 部
　 Pr　 　 反 射 部
　 Pa　 　 調 整 部
　 TR1、 TR2、 TR3　 　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ
　 CLCt、 CLCr　 　 第 １ 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ
　 CSTt、 CSTr　 　 第 １ 、 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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